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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

 本研究は、エネルギーデバイス、バイオセンサ、磁性ナノ粒子などを電気化学デ

バイスと位置付け、個々のデバイス性能を飛躍的に向上させると共に、これらのデ

バイスに共通する電解質と電極との界面反応場を最適設計するための指針を明らか

にすることを目的としている。これまでの研究により、繰り返し充放電耐性の高い

リチウム電池用負電極の開発、フレキシブル燃料電池の実現、電界効果トランジス

タ型バイオセンサを用いた腫瘍マーカーの検出、磁性ナノ粒子の医療応用など、多

くの実用上重要な研究成果を挙げており、研究は順調に進展していると評価できる。

 一方で、個々の研究成果を総括し、デバイス工学として深化、体系化すると共に、

界面構造の最適設計指針を明らかにするという学術的側面に関しては、目標達成の

ための道筋が明らかになったとはいえず、残された研究期間で電気化学デバイス工

学の確立を目指して一層の努力を続けてほしい。 

 


